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第 1章
の目標

日本語クラスにおける評価で、教師が一番時間をかけているのは、到達度テ
ストを使った評価でしょう。小テスト、単元テスト、中間・期末試験など、教
師は、数多くのテストを作成し採点しています。教師なら誰しもが、「テスト
の採点に明け暮れた休日」の経験を持っているのではないでしょうか。最近注
目されている、テストを使用しない「代替的アセスメント」（ 2章 [2.6]）をクラ
ス内評価に導入している教師でも、到達度テストを全く使わないという人は、
あまりいないのではないかと思います。
クラスで定期的にテストを行う第一の目的は、学習者の目標達成度を適切に
把握し、その情報に基づいて、成績判定や学習指導をすることです。また、適
切なテストを定期的に行うことにより、学習者の学習意欲を高め、教師自身
も、日本語指導法や学習教材の適切さについて省察できます。逆に、適切とは
いえないテストの作成や採点を行っていると、学習者の成績や、日本語指導の
効果が正確に把握できません。それだけでなく、「学生の評価をいい加減にし
ている先生」として、学習者の学習動機の低下を招き、さらには、教師として
の信頼を失いかねないでしょう。
1 章では、基礎的な評価理論や言語テスト理論を踏まえながら、テストを

使った適切な評価とは、どういう評価なのかについて、理論と実践の両面から
考えます。まず、評価の定義に始まり、続いて、評価の目的を診断的評価、形
成的評価、そして、総括的評価の観点から述べます。次に、目標基準準拠テス
トと集団基準準拠テストの基本的な違いについて説明します。さらに、テスト
の妥当性、信頼性、そして、有用性を取り上げ、言語テストの作成、実施、そ
して、テスト結果の解釈に関する数々の基本事項を取り上げます。テストの妥
当性の関連事項として、構成概念である「コミュニケーション能力」に対する
理解がどのように発達し、それが口頭言語能力の評価にどのように影響してき
たのかについても考察します。最後に、クラス内評価におけるシラバスの役割
と成績判定の方法を取り上げます。

1 . 評価の定義と目的について把握する。

2 . 診断的評価、形成的評価、そして、総括的評価についての理解を深める。

3 . 目標基準準拠テストと集団基準準拠テストの違いが、さまざまな角度から

第１章

言語テストの作成と使用に関する基本事項
Fundamental issues in developing and using language tests

● 2章［2.6］☞64 ページ
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説明できる。

4 . 言語テスト、特に到達度テストの妥当性、信頼性、そして、有用性につ

いての知識を深め、現場で応用できる。

5 . 構成概念としての「コミュニケーション能力」に対する理解を高め、妥

当性を考慮しながらコミュニケーション能力の評価ができる。

6 . シラバスの機能を評価の観点から理解し、授業に活用できる。

7 . クラスで行った絶対評価のデータ処理の仕方を学び、適切な成績判定が

できる。

1.1.　「評価」をどう捉えるか
What is assessment?

日本語でいう「評価」という言葉には、アセスメント（assessment）とエバ
リュエーション（evaluation）の二つの意味があります（新版日本語教育事典 2005, 
p. 778）。「アセスメント」は、主に、学習過程と学習成果に関する評価のこと
を意味します（Norris, 2006; Wright, 2006）。テスト、ポートフォリオ、自己評価、
観察など、さまざまな評価ツールを使って、学習目標に照らし合わせながら、
学習に関する評価を行い、そして、その結果を指導強化や学習向上のために使
用していく過程を「アセスメント」と呼びます。このような意味でのアセスメ
ントは、カリキュラム開発や指導法改善に欠くことのできないものであり、現
場で常に行われるべき教育活動の一つです（Bailey, 1998; Graves, 2000; Leskes & 
Wright, 2005）。「学習成果アセスメント（learning outcomes assessment）」という
言葉に象徴されるように、教育現場における学習成果を重視したアセスメント
の積極的な導入は、近年になって特に強調されています（ 3 章 [3.1]）。
一方の「エバリュエーション」は、アセスメントより広域に捉えられること
が多く、教育の質や価値を維持もしくは向上するのに必要な評価のすべてが、
その対象となりえます（図 1 - 1参照）（Brown, 1995）。学習に関する評価（＝アセス
メント）はもとより、新入生や卒業生に関する調査から、受講登録状況、学生
アドバイス、学生への経済的援助、教育環境設備に関する調査、そして教員評
価に至るまで、教育に関する情報のすべてが「エバリュエーション」の対象と
なりえるのです。また、アセスメントでは、学習に関する評価の結果をカリ
キュラム改善や学習向上に生かすことに重きが置かれるのに対し、エバリュ
エーションは、評価結果を基に何らかの判定や意思決定を行うという点が強調
されます（例．教育の質保証認定［accreditation］、学位課程新設の認定、雇用契約更新、
助成金の更新など）（Bachman, 1990; Brown, 1995）。もちろん、アセスメントも、評
価結果に基づいて、授業やカリキュラムに関する事項について、何らかの判定
や意思決定を行いますが、それよりも評価結果をカリキュラム改善や学習向上

● 3章［3.1］☞71 ページ
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　話し合おう

1 . アセスメントとエバリュエーションの違いは何ですか。本書においては、「評価」という言葉
は、主にどういう意味で使用されていますか。

2 . 診断的評価、形成的評価、そして、総括的評価とは何ですか。
3 . 学習者を支援するための評価という観点からは、どの評価が最も大切ですか。その理由は何
ですか。

4 . 目標基準準拠テスト（CRT）と集団基準準拠テスト（NRT）の違いを挙げてください。
5 . 言語テストの妥当性にはどのような種類がありますか。
6 . どのようにすれば、到達度テストの妥当性を高めることができますか。
7 . テストの信頼性とは何ですか。信頼性はなぜ大切なのですか。テスト結果の信頼性を高める
ために、教師はどのようなことに気をつけなくてはなりませんか。

8 . コミュニケーション能力の理論的枠組みとして、代表的なものに何がありますか。その共通
点及び違いは何ですか。

9 . テストの有用性を高めるには、どのような配慮が必要ですか。
10. シラバスの役割を、評価という観点から述べてください。
11. 日本語クラスで、テスト結果を相対的に解釈する方法で成績判定を行うことの問題点を話し

合ってください。
12. 成績判定の報告をする時に、どのようなことに気をつけなくてはなりませんか。

　プロジェクト・アイデア

1 . 現役の日本語教師や研修生が、「アセスメント」をどう捉え、また、どのような方法で行って
いるのかを調査してみましょう。そして、その共通点や問題点を分析してください。

2 . ある特定の日本語クラスでどのような診断的評価、形成的評価、そして、総括的評価が行わ
れているのかを調べてみましょう。

3 . 日本語の到達度テストを一つ選んで、学習目標や指導項目と照らし合わせながら、その構成
概念的妥当性、内容的妥当性、結果的妥当性を検討してみましょう。

4 . 日本語能力テストを一つ選び、NRTとしての妥当性、信頼性、有用性に関する分析がどのよ
うに報告されているかを調べてみましょう。

5 . 日本語クラスのシラバスを入手し、評価に関する説明も含めて、内容の適切さを検討してみ
ましょう。また、シラバスの内容に沿ったクラスの成績表を作成してみましょう。

6 . エクセルを使って実際の（もしくは架空の）成績データの処理をしてみましょう。




